
長岡工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 測量学実習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0110 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 環境都市工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 配布資料
担当教員 山本 隆広
到達目標
路線測量における偏角弦長法による曲線設置法の実習、土量計算法の実習、およびトラバース測量・電子平板測量の実習を行う．①指定された
半径の曲線を偏角弦長法により設置する能力を身につける。②土量計算を行う能力を身につける。③トラバース測量・電子平板測量の実施方法
および計算方法を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
①指定された半径の曲線を偏角弦
長法により設置する能力を身につ
ける。

①指定された半径の曲線を偏角弦
長法により設置する能力をおおむ
ね身につける。

左記に達していない。

評価項目2 ②土量計算を行う能力を身につけ
る。

②土量計算を行う能力をおおむね
身につける。 左記に達していない。

評価項目3
③トラバース測量・電子平板測量
の実施方法および計算方法を理解
する。

③トラバース測量・電子平板測量
の実施方法および計算方法をおお
むね理解する。

左記に達していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
この科目は長岡高専の教育目標の(D)と主体的に関わる。①指定された半径の曲線を偏角弦長法により設置する能力を身
につける。d1(30%)②土量計算を計算する能力を身につける。d1(30%)③トラバース測量の実施方法および計算方法を
理解する。d1(40%)

授業の進め方・方法 指定された期日までに計画的に内業、外業を行って下さい。また、適宜、教科書等を参考にして予習を行って下さい。

注意点 天候が悪いと外業を実施できません。その際は各自時間を見つけて外業を行い、指定された期限までにレポートを提出
してください。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスと踏査 左記の通りである。
2週 路線測量の内業 左記の通りである。
3週 路線測量の外業 左記の通りである。
4週 土量計算の内業 左記の通りである。
5週 土量計算の外業とCAD（１） 左記の通りである。
6週 土量計算の外業とCAD（２） 左記の通りである。
7週 トラバース測量の外業（１） 左記の通りである。
8週 トラバース測量の外業（２） 左記の通りである。

2ndQ

9週 トラバース測量の外業（３） 左記の通りである。
10週 トラバース測量の外業（４） 左記の通りである。
11週 トラバース測量の内業 左記の通りである。
12週 電子平板測量（１） 左記の通りである。
13週 電子平板測量（２） 左記の通りである…
14週 電子平板測量（４） 左記の通りである。
15週 電子平板測量の内業とCAD 左記の通りである。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野 測量

光波・電波による距離測量を説明できる。 4
単測法、倍角法、方向法を説明でき、測量結果から計算ができる
。 4

生じる誤差の取扱いを説明できる。 4
種類、手順および方法について、説明できる。 4
昇降式や器高式による直接水準測量を説明でき、測量結果から計
算ができる。 4

生じる誤差の取扱いを説明できる。 4
測定結果から、面積や体積の計算ができる。 4
地形測量の方法を説明できる。 4
単心曲線、緩和曲線、縦断曲線が説明できる。 4

評価割合
路線測量レポート トラバース・電子平板測量

レポート 土量計算レポート 合計

総合評価割合 30 40 30 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 30 40 30 100



分野横断的能力 0 0 0 0


